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1. レジャーダイビング用半開放式呼吸装

置の開発
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現在，一般にレジャータイピング用として開放

式呼吸装置が使用きれている。この装置は構造上

形が大きくまた重〈なってしまい，レジャーダイ

ビングの普及を阻害する要因のひとつとなってい

る。当社ではこの問題を解決しレジャーダイビン

グを普及させるため，携帯するか、ス量の少ない循

環式呼吸装置に着目した。ここに開放式の使いや

すさと安全性，循環式の小担軽量等双方の長所を

備えたものを半開放式呼吸装置と呼び開発を行っ

てきたので，構造及ひ性能を報告するの

基本構造はセカンドステージ，排気管，呼吸袋，

キャニスター，吸気管，これに力、ス供給弁ーという

一般的な循環式の構造であるが，安全性向上のた

めに下記構造を取り入れている。1）セカンドステ

ージのデマンド供給弁及び、デマンド排気弁，排水

弁， 2）キャニスター内部の；）＜.ため， 3)I吸排気管

の二重構造， 4）呼吸袋のツイン排気弁。この中で

半開放式の最大の特徴は，セカンドステージlこ備

えられたデマンド供給弁であり，これにより本装

置は，循環屈路t：：異常がおきても開放式の呼吸同

路に切り替えて使用することができる。

性能試験としては， a）人工肺による呼吸流量

に対する呼吸抵抗の測定， b）一定流量の二酸化

炭素供給に対する出口二酸化炭素濃度の測定， C)

加圧チャンパー内て品のカ、ス供給量測定を行った。

試験結果は a）吸気抵抗： 200mmH20以下，

排気抵抗： 150mmH20以下（呼吸量： 87.5 .e / 

分） b) 1時間後の出口二酸化炭素濃度： 1%以

下， C）各深度に於けるガス供給量.9 .e ／分（大

気圧換算値）の設定条件を満足した。
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2.潜水用半開放式呼吸装置の安全性につ

いて
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スポーツダイパ一人口は現在30万人とも40万

人とも言われている。その人口増加と共に新しい

潜水器材が開発きれ実用fじきれている。

今回，我々は潜水時間40分，最大潜水深度30m

用の半閉鎖呼吸器の開発に協力する機会が得られ

たので，その基礎実験から実海域実験までの成果

を報告する。

【方法】

被験者に対して Allout testを自転車エルゴメ

ータを用いて行い，最大運動までの心拍数及び、酸

素摂取量を調べた。潜水中の予測運動量を360及ぴ

600kpmの運動量とし，その時の酸素摂取量を調

べた。実海域では，自由遊泳を行い，心拍数を経

時的に測定し浮上直前の凪路内ガスを採ガスし，

駿素と炭酸ガス濃度の分析を行った。

【結果と考察］

本装置は，陵素中,_Jjの危険性を考慮し，カ、ス組

成を酸素39%と残り窒素とした。最大水深が30m

の場合，酸素分圧は1.56であり，酸素中毒の危険

性は少ないと考えるω 技大潜水時間を40分とする

ため定量的に送気する量を毎分9リットルとし

た。

本装置を装着して自転車エルゴメータで600

kpmの運動を40分間行った後の回路内の駿素及

び炭酸ガス濃度は，それぞれ20%以上及び1%未

満であった。また，実海域で、行った実験において

も回路内カ、、ス濃度は，酸素25%以上，炭酸ガス0.5

%未満であったc

本装置の安全性については，緊急時の安全対策

などに問題Ii残るが，装置が正確に作動している

状態では，酸素欠乏などの問題はなかった。


